
団体名

項目

2.目標

学園祭で舞楽陸王を成功させる。

雅楽倶楽部

4・3・2・1今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）：  第三回　定期演奏会

1.活動内容

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

第一部　双調

第二部　舞楽陸王

動員数80人で過去最大人数でした。
大きな失敗もなく、練習成果がでたので、成功してよかった
です。

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

後輩たちに、今回失敗した点を伝える。

学園祭に向けて完成度を上げる。

  活動日時：　平成　24年　9月　16日（日）

演奏会成功

3.結果報告

  活動場所：　大正大学


